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1. はじめに 
 近年では，観葉植物の売り上げの推移[1]を見てもわかる

ように一般家庭や公共の場など，様々な場所で観葉植物を目

にする事が多い．植物の世話をする人々は，「いつ水をやっ

たのか」「誰が世話をしているのか」などの疑問を持つこと

がある．しかし，植物状態を把握するための既存のシステム

はグラフや数値の羅列で状態を示すものが多く，専門知識が

ない人にとってはわかりづらいという問題点がある． 

そこで，本研究では植物状態を容易に把握し，植物を通し

た人と人とのコミュニケーションを支援するシステム「うえ

きもち」の開発を行った． 

 
2. システム概要 
 本システムでは Android OS を搭載した携帯端末を利用す

ることによって現在の植物の状態を確認する．植物の状態は

植木鉢に挿し込まれた測定デバイス（以下「うえきもちユニ

ット」）によって自動的に収集され，図 1 に示すように端末

の画面上で確認することができる． 

図 1 「うえきもち」の操作の様子 
 
3. 状態測定システムの構成 
 「うえきもちユニット」は取り付けられたセンサ類によっ

て植物の置かれている環境値を自動的に測定し，プラグコン

ピュータ[2]内部のデータベースへ蓄積することで植物にと

って良い状態であるかを評価する．携帯端末は Bluetooth に

よってプラグコンピュータへ接続し，「うえきもちユニット」

の前面に取り付けた AR マーカへ携帯端末付属のカメラをか

ざすことによって植物の位置を認識し，拡張現実として植物

の表情，セリフを画面上に表示する． 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

図 2 システムの構成 
 

 
4. Android アプリケーションの機能 
4.1  植物とのコミュニケーション 
 植物の現在の気持ち(水が足りない，寒いなど)については，

グラフィカルにセリフや表情が Android 端末に表示される．

また，これらの情報から「水を与える」「日当たりの良いと

ころへ移動させる」などの適切な世話をすることが可能とな

る．本システムを利用すれば，ユーザは植物と対話するよう

にして世話をすることができる． 

図 3 植物とのコミュニケーション画面 
 
4.2  人とのコミュニケーション 
ユーザは植物の写真を撮影し，感想などのコメントをつけ

て「うえきもちユニット」へ保存することができる．このコ

メントは本システムを利用する他のユーザからも端末を通し

て閲覧することが可能である．また，このコメントと写真は

twitterや facebookなどの SNSへ自動投稿することも可能で

あるので，実際に植物を見ていないより多くの人へも植物の

お世話状況を知らせ，共有することができる． 

図 4 お世話記録の閲覧画面 
 

このように，「うえきもち」を利用することによって至る

所にある観葉植物とコミュニケーションをとれるだけでなく，

植物が人と人との間にも新たなコミュニケーションを生むツ

ールとなる． 
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